
▽
定
員　

40
人

▽
参
加
費　
３
０
０
円（
年
間
登
録
料
）

▽
申
込
期
限　

２
月
５
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

 

旬
の
食
材
を
味
わ
う

 

親
子
料
理
教
室

　

中
央
公
民
館
で
は
、
親
子
料
理

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
23
日
（
土
）
午
前

　

10
時
〜
午
後
１
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
内
容　

黒
豆
ず
し
、
ジ
ャ
ガ
イ

　

モ
の
ベ
ー
コ
ン
煮
、
薄
切
り
肉

　

の
ポ
ー
ク
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
小
松

　

菜
蒸
し
ケ
ー
キ

日
本
一
の
刀
剣
生
産
地

　

現
在
、
全
国
で
登
録
さ
れ
て
い

る
刀
剣
の
数
は
、
約
２
５
０
万
口ふ
り

で
す
。
そ
の
う
ち
の
約
半
数
が
長

船
を
中
心
と
し
た
備
前
国
で
作
ら

れ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
量

に
お
い
て
、
日
本
一
の
産
地
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
質
に
お
い
て
も
、
国

宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
日
本
刀

１
１
１
口
の
う
ち
55
口
が
備
前
刀

で
、
こ
ち
ら
も
日
本
一
で
す
。

　

国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
備
前

刀
55
口
の
内
訳
は
、
古
備
前
派
10

口
、
一
文
字
派
15
口
、
長
船
派
15

口
、
国
宗
派
４
口
、
他
派
11
口
と

な
っ
て
お
り
、
長
船
を
中
心
と
し

た
半
径
10
㌔
圏
内
で
制
作
さ
れ
た

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

鍛
冶
屋
千
軒

　

備
前
鍛
冶
の
起
源
は
よ
く
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
長
船
の
刀

鍛
冶
の
始
祖
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
昔
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
昔
、（
現
在
の
玉
野
市
日
比
に
）

腕
の
良
い
刀
工
が
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
使
っ
て
い
た
水
が
塩
分
を

含
ん
で
い
た
た
め
、
あ
ま
り
良
い

刀
が
出
来
ず
、
槌
を
放
り
捨
て
、

吉
井
川
を
遡
っ
た
あ
た
り
に
作
刀

に
良
い
場
所
を
見
つ
け
て
定
着
し

ま
し
た
。ま
た
投
げ
た
槌
か
ら「
大

槌
」「
小
槌
」
と
い
う
島
が
出
来

ま
し
た
。」

　

高
瀬
舟
に
よ
る
舟
運
が
開
け
て

い
た
吉
井
川
は
、
上
流
と
下
流
の

原
料
・
食
料
・
人
・
文
化
が
行
き

来
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
国
山
地
は
、
日
本
刀
づ
く
り

に
最
適
な
原
料
の
砂
鉄
の
産
地
で

あ
り
、
ク
ヌ
ギ
系
の
広
葉
樹
や
松

が
多
く
繁
殖
し
て
い
ま
し
た
。

　

吉
井
川
の
舟
運
は
、
砂
鉄
か
ら

玉
鋼
を
作
る
た
た
ら
に
必
要
な
熱

源
と
し
て
の
硬
い
広
葉
樹
の
炭
、

鍛
刀
の
際
に
用
い
る
針
葉
樹
系
の

ア
カ
マ
ツ
で
作
っ
た
軟
ら
か
い

炭
、
素
材
と
し
て
の
砂
鉄
、
完
成

し
た
製
品
な
ど
の
大
量
運
搬
を
可

能
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
吉
井
川
と
中
世
山
陽
道
と

の
交
差
地
点
に
当
た
る
福
岡
・
長

　　２月 28日（木）

☎
☎
☎

BooKs

権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
成

年
後
見
制
度
と
は
何
か
、
地
域
で

支
え
る
仕
組
み
に
つ
い
て
事
例
を

通
し
て
紹
介
す
る
講
演
を
行
い
ま

す
。
判
断
能
力
の
低
下
が
起
き
て

く
る
老
後
の
備
え「
老
い
じ
だ
く
」

と
し
て
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
せ
ん
か
。
参
加
を

希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
申
し
込

み
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
講
師　

竹
内
俊
一
氏（
弁
護
士
）、

　

中
村
耕
治
氏（
和
気
町
民
後
見
人
）

　

▽
入
場
料　

無
料

▽
日
時　

３
月
８
日
（
金
）
午
前

　

10
時
〜
正
午
（
午
前
９
時
30
分

　

か
ら
受
付
）

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
定
員　

50
人

▽
募
集
期
限　

２
月
28
日
（
木
）

※
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

い
き
い
き
長
寿
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
８ 

平
成
26
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主
役
は
、
父
親
が

長
船
町
福
岡
で
生
ま
れ
た
と
い
う
黒
田
官
兵
衛
で
す
。

羽
柴
（
豊
臣
）
秀
吉
と
の
出
会
い
、
織
田
信
長
の
死
、

そ
し
て
天
下
取
り
の
戦
へ
…
。
戦
国
の
世
を
生
き
た
官

兵
衛
の
物
語
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
輪
に
あ
ら
ず　

軍
師
黒
田
官
兵
衛

上
田
秀
人
…
著　

徳
間
書
店

おかしなゆき　ふしぎなこおり
片平孝…写真・文　ポプラ社

 

皆
さ
ん
も
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

 

市
民
セ
ミ
ナ
ー

　

中
央
公
民
館
で
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
就
実
大
学
・
就
実
短
期

大
学
と
連
携
し
、公
民
館
講
座「
市

民
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
と
内
容　

左
表
の
と
お
り

▽
場
所　

中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

▽
講
師　
「
瀬
戸
内
べ
じ
た
ぶ
る
」

　

の
皆
さ
ん

▽
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
と

　

そ
の
保
護
者

▽ 

参
加
費　

３
０
０
円
（
大
人
の

み
、
年
間
登
録
料
）
と
材
料
費

（
参
加
者
全
員
）

▽
持
ち
物　

三
角
巾
、エ
プ
ロ
ン
、

　

米
半
カ
ッ
プ
（
１
人
分
）

▽
定
員　

親
子
15
組

※
２
月
１
日（
金
）か
ら
受
付
開
始
。

　
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

 

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
学
ぼ
う

 

権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー

　

認
知
症
や
障
害
な
ど
に
よ
り
、

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
人
の
財

産
や
生
活
を
保
護
、
支
援
す
る
制

度
と
し
て
成
年
後
見
制
度
が
で
き

て
13
年
が
た
ち
ま
し
た
。
市
で
は

ま
な
び
の
部
屋

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

健
康
ラ
イ
フ

小さいころから雪や氷に魅せられ、世界中をまわり、
雪や氷、砂漠、星空の撮影を続けている著者。降り
積もって帽子や大福餅のようになった雪、池が凍り
はじめる時に現れる不思議な模様、凍った滝などを
紹介するきれいで迫力あふれる冬の写真絵本です。

船
は
、
東
西
陸
上
交
通
と
南
北
河

川
交
通
の
要
衝
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

中
世
に
か
け
て
の
武
士
の
台
頭

に
よ
る
需
要
に
も
支
え
ら
れ
、
備

前
国
は
高
い
技
術
水
準
と
多
大
な

生
産
量
を
誇
る
刀
剣
の
生
産
地
と

な
り
ま
す
。
隆
盛
を
極
め
た
室
町

時
代
、
長
船
に
は
多
く
の
刀
鍛
冶

が
居
住
し
、「
鍛
冶
屋
千
軒
」
と

呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

平
安
時
代
中
後
期
か
ら
鎌
倉
時

代
中
期
に
か
け
て
の
備
前
鍛
冶
は

「
古
備
前
派
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。古
備
前
派
の
流
れ
を
汲
む「
長

船
派
」
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
光

忠
を
祖
と
し
、そ
の
一
門
に
長
光
、

真
長
、
景
光
と
い
っ
た
数
多
く
の

名
工
を
輩
出
し
ま
し
た
。

▽

国
宝　

太
刀　

銘　

備
前
国
長
船
住
左
近
将
監
長
光
造
／
延
慶
二
年
三
月
日　

林
原
美
術
館
所
蔵

開催日時 内　容

第１回
２月10日（日）
午前10時～
午前11時30分

総合歴史学科　山田芳則教授
「熊沢蕃山の思想について」

第２回
２月17日（日）
午前10時～
午前11時30分

表現文化学科　岡部由文教授
「古典のコミュニケーション
～男と女～」

第３回
２月24日（日）
午前10時～
午前11時30分

総合歴史学科　井上あえか教授
「イスラームを知ろう」

　

岡
山
市
北
区
丸
の
内
に
あ
る
林

原
美
術
館
は
、
名
刀
を
数
多
く
所

蔵
す
る
全
国
で
も
有
数
の
美
術
館

で
す
。

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、

そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
備

前
長
船
の
国
宝
や
重
要
文
化
財
を

含
む
名
刀
を
展
示
す
る
特
別
展

「
林
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
聖
地
・
備
前

長
船
の
名
刀
展
」を
開
催
し
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
中
期
の
長
船
派
の
成

立
か
ら
現
代
の
備
前
刀
復
興
の

祖
・
今
泉
俊
光
刀
匠
の
作
品
ま
で
、

約
７
５
０
年
間
の
長
船
物
を
展
示

し
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

▽
期
間　

2
月
６
日
（
水
）
〜
３

　

月
24
日
（
日
）

※
休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日
（
祝

　

日
の
場
合
は
翌
日
）
で
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　

５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

▽
入
館
料　

大
人
５
０
０
（
４
０

　

０
）
円
、
高･

大
学
生
３
０
０

　
（
２
５
０
）
円
、
中
学
生
以
下

　

無
料

※
（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料

　

金
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

　

☎
０
８
６
９-

６
６-

７
７
６
７ 

林
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

聖
地
・
備
前
長
船
の
名
刀
展

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
特
別
展

▽
短
刀　

銘　

靭
負
郷
之
住　

長
船
勝
光　

舎
弟
宗
光
／
主
難
波
之
十
郎
兵
衛
尉　

林
原
美
術
館
所
蔵
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